


授業実践 物の体積と温度
学年・教科 第 ４学年・理科

実施日時 平成2９年1０月27日（金）公開授業Ⅰ

分科会名 理科中学年部会

助 言 者 岩手県立総合教育センター研修指導主事 黄川田泰幸先生

指 導 者 前田華奈子（４年２組）

・教科書では，「空気を温めるとどうなるのか」というところからスタートしているが，「目的を持った実験」にするた
めに，何を見いだすための実験なのかを見つけ出すことをねらった。２種類の演示実験をすることで既習内容と
のちがいに気付き，「空気」を「あたためる」とどうなるのかという実験をしていくということを見いだすことができ
た。
・実験では，班ごとに「丸底フラスコに栓」をすることと「試験管にシャボン液」で栓をすることの実験道具を準備し
た。５人班のうち３人は「試験管にシャボン液」，２人は「丸底フラスコに栓」をする実験を同時に行ったところ，子
ども達自身がそこから発展させて，実験道具を組み合わせ，「もし丸底フラスコにシャボン液だったら…？」とか
時間が経ったら膜が下がっていく事象を発見し，「もし，冷やしたらどうなるんだろう…？」と進んで追究する姿が
見られた。
・水を扱う実験であること，数種類の実験を行うこと，個々が実験を行うことができることなどを考慮し，場の設定
を工夫したことでダイナミックで充実した実験をすることができた。
〇お湯…５５℃前後のポット６班分+予備２つを３時間前に準備，実験１０分前に発泡スチロールに入れてお
く。（予備実験が効果的）

〇１班に１ケース…試験管３本，丸底フラスコ１本，平底フラスコを１本，シャボン液，ポリエチレン栓，お湯の
入った発泡スチロール，シャーレに入れたシャボン液，ぞうきん，実験方法と注意事項を書いたファイル，
ゴム手袋をブルーケースに入れておく。また「冷やすとどうなるのか」という疑問に対応するため，ペットボ
トルに水を入れたもの６本を隠して準備しておいた。

〇教室ではなく，ホールに机を２×６セットを準備した。
・空気の様子を「イメージ図」としてかく段階では，掲示してあった「物の体積と力」でかいたものと比較してかいた
り，日常の生活経験と関連させて（ストーブで…）イメージをしていたりしていた。次期学習指導要領における中
学年の「既習内容，生活経験から予想を見いだす力」が発揮されていたのではないかと思う。

・「イメージ図」は，考える補助として扱っていく。

・今後も予備実験を大事にし，理科室の環境整備に努めること。
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理科部会ー授業実践





授業実践 ふりこのきまり
学年・教科 第5学年・理科

実施日時 平成2９年1０月27日（金）公開授業Ⅰ

分科会名 理科高学年部会

助 言 者 岩手県教育委員会事務局学校教育科主任指導主事 三浦秀行先生

指 導 者 尾崎 尚子（5年3組）

・予想の自信度を数値化し，実験中に自信度の変化も可視化できる手立てを

取り入れたことで，児童が自分の考えを再構築しながら事実を見つけ出して

いくことができた。

・自分の実験方法で確かめることができる時間を設定したことで，実験の視点

が明確になり，実験や観察の技能や科学的な思考が高まった。

・自分の考えの根拠を結果から述べながら説得力のある説明ができるようなっ

てきた。また，聞く側も自分の考えとの共通点や違いに気付きながら，納得で

きる考えを創っていくことができるようになってきた。

・カリキュラム構成の必要性と重要性を実感することができた。

・カリキュラム構成の工夫

・振り返りの効果的な活用
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理科部会ー授業実践


